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東⽇本旅客鉄道株式会社 

 

東京 2020 開催まであと２年︕ 
JR 東⽇本における東京 2020 開催２年前気運醸成の取組みについて 

 
 

１ ラッピングトレインの運⾏について 
2018 年７⽉ 22 ⽇にデビューした東京 2020⼤会マスコットが、当社の⼭⼿線に特別⾞体ラッピングで登場

します。 
東京 2020 ⼤会開催の“２”年前を記念して、E235 系⼭⼿線の“２”編成に、東京 2020 オリンピックと東

京 2020 パラリンピックの“２”種類の⼤会マスコットが、2018 年７⽉ 23 ⽇から 2018 年９⽉６⽇までの間、
３期に分けて、東京の街を⾛り、東京 2020 開催“２”年前を盛り上げます︕ 

ぜひ、⼭⼿線にご注⽬ください︕ 
 
■予定実施時期 

第⼀期 2018 年７⽉ 23 ⽇(東京 2020 オリンピック競技⼤会の開会式前⽇にあたる⽇) 〜 
2018 年８⽉９⽇(東京 2020 オリンピック競技⼤会の閉会式当⽇にあたる⽇) 

第⼆期 2018 年８⽉ 10 ⽇(東京 2020 オリンピック競技⼤会の閉会式翌⽇にあたる⽇) 〜 
2018 年８⽉ 25 ⽇（東京 2020 パラリンピック競技⼤会の開会式当⽇にあたる⽇) 

第三期 2018 年８⽉ 24 ⽇(東京 2020 パラリンピック競技⼤会の開会式前⽇にあたる⽇) 〜 
2018 年９⽉６⽇(東京 2020 パラリンピック競技⼤会の閉会式当⽇にあたる⽇) 

■実施編成数 
各期間、E235 系⼭⼿線２編成 
※期間中、⾞両整備のため運⾏しない⽇もあります。 

○東⽇本旅客鉄道株式会社（本社︓東京都渋⾕区、代表取締役社⻑︓深澤祐⼆、以下、「Ｊ

Ｒ東⽇本」）は、2018 年７⽉23 ⽇（⽉）より、東京 2020 オリンピック・パラリンピッ

ク競技⼤会（以下、東京 2020 ⼤会）の２年前にあたり、気運醸成の取組みを実施しま

す。 

○東京 2020 ⼤会のオフィシャルパートナー（旅客鉄道輸送サービス）である JR 東⽇本

は、「TICKET TO TOMORROW〜未来のキップを、すべてのひとに。〜」をコミュニケ

ーションスローガンに、東京 2020 ⼤会の成功に貢献するため、運営を⽀えるとともに、

引き続き、⼤会開催に向けた気運を⾼める取組みを進めてまいります。 



 

   

    ■実施イメージ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2 駅でのポスター装飾の実施について 
2018 年７⽉ 22 ⽇にデビューした東京 2020⼤会マスコットが、東京 2020 ⼤会開催の“２”年前を記念

して、当社管内の各駅にて、特別制作の「東京 2020 開催まであと２年︕」ポスター（B１サイズ）で登場し、
駅を彩ります。 

ぜひ当社の駅にご注⽬ください︕ 
 

■掲出場所 JR 東⽇本管内の各駅 
■掲出期間 2018 年７⽉ 23 ⽇〜2018 年９⽉ 30 ⽇ 
■ポスターイメージ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

第⼆期・・・東京 2020 オリンピックとパラリンピックの中間期間として、“2”種類の⼤会マスコットが⼭⼿線⾞両を彩ります︕ 

第三期・・・東京 2020 パラリンピック期間として、2 Years to Go!マスコット（パラ）が⼭⼿線⾞両を彩ります︕ 

第⼀期・・・東京 2020 オリンピック期間として、2 Years to Go!マスコット（オリ）が⼭⼿線⾞両を彩ります︕ 



 

   

３ JR 東⽇本 オリンピック・パラリンピックスペシャルサイトの開設について 
東京 2020 ⼤会開催の２年前を記念して、JR 東⽇本の東京 2020 ⼤会に向けた取り組みや、社内外での

活動を紹介する「JR 東⽇本 オリンピック・パラリンピックスペシャルサイト」を開設し、広く取組みをご案内します。 
 
■掲出期間 2018 年７⽉ 23 ⽇〜2020 年９⽉ 30 ⽇（予定） 
■URL http://www.jreast.co.jp/tokyo2020/ 
■トップページイメージ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

JR 東⽇本は、2016 年６⽉７⽇に東京 2020 オフィシャルパートナーに決定し、これまで、東⽇本地域を事業エリア
とする企業として、円滑な東京 2020 ⼤会の運営を⽀え、⼤会開催に向けた気運を⾼める様々な取組みを進めてまい
りました。東京 2020 ⼤会の２年前を期に、より⼀層その取組みを加速させます。そして、この取組みが 2020 年以降
も地域社会に持続的な効果をもたらす「レガシー」となるよう努めてまいります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


